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食を通じて人と自然、地域をつなぎ持続可能な地域づくりを目指す
～真庭あぐりガーデンでの取組～
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岡山県北西部に位置する真庭市で持続可能
な循環型社会の実現に向けた取組を行ってい
るのが『真庭あぐりガーデン』です。
同施設は真庭市などで環境衛生事業を営む

十字屋グループが、2015年に「食」を通じ
て地域と人と自然をつなぐ啓発拠点として
オープンし、2023年４月に農産品加工・商
品開発を含む新しいエリアを拡充してリ
ニューアルオープンしました。

＜詳しくはこちら＞
真庭あぐりガーデンHP
https://maniwa-agurigarden.com/

同施設では、真庭市が取り組む資源循環か
ら生まれたバイオ液肥（※）を農家に無償で
使ってもらい、そのバイオ液肥を使って育て
た野菜を買い取り、施設内での販売やカフェ
＆レストランで提供しています。
この取組は県内外から同施設を訪れる消費

者などへの循環型社会に向けた理解醸成にも
つながっています。

（※）バイオ液肥とは生ごみ、し尿、汚泥などを、メ
タン発酵によりバイオガス化させたもので化学肥料施
肥費用の低減や廃棄物の資源化による処理コストの低
減に寄与する効果があるとして注目されています。

また、地域の高齢者から「もったいない」
という声を聞き、規格外野菜を農家から買い
取り「お節介野菜」として加工・販売してい
ます。
この取組はNPO法人との連携によって農

家の所得向上や年間約19ｔの食品ロスが削
減されている他、加工作業の担い手である地
域の高齢者（100名程度）の生きがい創出
にも繋がっています。また作業が健康に与え
る効果についても、岡山大学病院、真庭市と
の協働研究が進められています。
今後は施設内でバイオ液肥を製造する計画

もあり、バイオ液肥を利用した野菜の販路拡
大などを目的として岡山市北区に岡山店の出
店も予定されています。
今、資源循環の啓発拠点である真庭あぐり

ガーデンでの取組に注目が集まっています。

真庭市で採れた野菜が並ぶ陳列棚 （バイオ液肥を
使用した野菜は右下のシールが目印）

「お節介野菜」（写真提供：真庭あぐりガーデン）

施設外観（写真提供：真庭あぐりガーデン）


